
薬事日報　薬学生新聞

　第103回薬剤師国家試験の結果が発表され
た。受験者数１万3579人のうち合格者は
9584人で、合格率は70.58％だった。合格
率は前回より１ポイント下がったものの、合
格者数は105人多くなった。合格者の基準を
得点率65％以上の絶対基準から、平均点と
標準偏差を用いて試験ごとに合格基準を決め
る「相対基準」に変更してから３年目を迎え、
合格率が大きく変動しなくなったこともあ
り、安定期に入ったと見られる。
　６年制新卒者の合格者は7304人で合格率
は84.87％、６年制既卒者は2151人で47.00
％だった。新卒者は前回の85.06％から0.19
ポイント減で、既卒者は前回の50.83％から
3.83ポイントの減となった。
　合格率を男女別に見ると、男性が68.04％
で、女性が72.30％だった。大学の設置主体
別の合格者数は、国立が543人（合格率
83.67％）で、うち６年制新卒が442人（92.47
％）、６年制既卒が30人（57.69％）、その他

（旧4年制卒、受験資格認定者）が71人（59.66
％）だった。
　公立は254人（86.10％）で、うち６年制
新卒217人（95.18 ％）、６年制既卒12人
（38.71％）、その他が25人（69.44％）とな
った。私立は8787人（69.55％）で、６年
制新卒6645人（84.11％）、６年制既卒2109
人（46.93％）、その他33人（13.75％）だっ
た。
　大学別に合格率を見ると、90％を超えた
のは５校、50％を下回ったのは７校だった。
合格率がもっとも高かったのは金沢大学の

97.50％で、広島大学92.86％、いわき明星
大学92.31％、九州大学90.48％、武蔵野大
学90.45％と続いた。
　また、今回の国試は１万4876人の出願者
数に対し、受験者数は１万3579人で、1297
人が受験しなかったことになる。出願者数に
占める受験者数の割合は91.2％で、６年制
新卒者について見ると、出願者数が9555人、
受験者数は8606人で受験率は90％と低くな
った。
　６年制新卒の受験率を設置主体別で見る
と、国立大学が487人の出願者数に対し、受
験者数は478人で98.1％、公立大学は同様に
229人、228人の99.5％と高かった。一方、
私立大学では、出願者数8839人に対し、受
験者数が7900人で89.3％と低く、大学側が
出願しても合格が見込めない学生を受験させ
ない合格率操作を行った可能性もある。

　パソコンやスマートフォンを使いインター
ネットを介したオンライン診療が４月から本
格化した。2018年度の診療報酬改定では、
対面診療とＩＣＴを組み合わせた診療に算定
される「オンライン診療料」（70点）が新設
されると共に、対面とＩＣＴによる生活指導
を評価する「オンライン医学管理料」（100点）
も新設され、まさにオンライン診療元年とも
言える大きな動きとなった。厚生労働省は２
月からオンライン診療に関するガイドライン
作成に着手。３月にガイドラインをまとめ、
指針に則ったオンライン診療が日本でも本格
的に実施できる体制が整った。同時に、遠隔
服薬指導の実施にも注目が集まり、規制改革
推進会議の議論では、診療から服薬指導、医
薬品の授受まで一気通貫のオンライン医療を
求める声が相次いでいるのが現状である。厚
労省は、国家戦略特区の実証実験結果を待っ
てからとの姿勢で、全て対面でなければなら
ないわけではないと柔軟な対応を示唆してお
り、今後の焦点は遠隔服薬指導の是非に移行

　セルフメディケーションを実践す
るために薬局薬剤師の大きな武器に
なるスイッチＯＴＣ薬。医療用から
の積極的な転用が期待される中、ま
たスイッチ化の道のりを険しくする
結論が下された。厚生労働省の検討
会議が３月、スイッチＯＴＣ薬候補
の５成分を評価した結果、何とかH１
ブロッカー点眼薬の「レボカバスチ
ン塩酸塩」については、目のかゆみ
に限ってＯＴＣ化を妥当と判断した

ものの、尋常性乾癬治療薬の「カル
シポトリオール」は不可とし、「オメ
プラゾール」などプロトンポンプ阻
害剤（ＰＰＩ）３成分は「ＯＴＣ化す
るには強力すぎる」「欧米では特に大
きな問題は起きていない」と意見が
分かれ、次回会議で再び審議するこ
とになった。
　検討会議では、ＰＰＩの３成分に
ついて日本消化器病学会が見解を表
明し、「14日以内の短期使用であれ

ばＯＴＣ化は妥当」と条件付きで賛
成意見を示したが、日本臨床内科医
会は急性腎障害などの有害事象が報
告されていることから、安全性が担
保されない限り「不可」との見解を
示した。日本医師会の委員からも「生
体バリアを破壊してしまうなどＯＴ
Ｃ化するにはあまりにも強力だ。薬
剤師の管理が十分でないなどの実態
もある」と否定的な意見を述べた。
　専門学会が一部条件付きで賛成し
たにもかかわらず、消化器疾患の患
者が多い実地臨床の開業医からはな
かなか理解が得られない実情が交錯
したのに対し、薬剤師を代表して日
本薬剤師会の委員は「薬剤師がきち
んと管理できると確信している。欧

米ではＯＴＣ化後、特に大きな問題
は起きていない」と反論したが、ど
れほど理解が得られるかは不透明
だ。次回会議で再び審議した上で結
論を出すこととなった。
　また、カルシポトリオールは、日
本皮膚科学会などが高カルシウム血
症の副作用リスクを考慮すると医師
の管理が必要などの見解を示してい
ることから、ＯＴＣ化が「不可」とな
ったほか、前回の会議で議論を行っ
た８成分について再び審議したもの
の、眼の殺菌・消毒・洗浄の「ヨウ素
・ポリビニルアルコール」のみＯＴ
Ｃ化を「可」とし、その他の成分を「不
可」とする判断は変わらず、スイッ
チ化の動きは依然として険しい。

第103回薬剤師国家試験行われる
合格率は70.58％、昨年比105人増

道のり険しいスイッチＯＴＣ
PPI３成分認められず再審議

遠隔服薬指導の解禁が議論に
迎えた「オンライン診療元年」
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